
令 和 ５ 年 度  年 間 授 業 計 画     東京都立中野工科高等学校 

科目名 数学Ａ 単位数 2  担

当

者

名 

 

松岡 祐治 

対象クラス 3年M1組・F1組・F2組・C1組  

 

大内 彬裕 

教科書 

副教材等 

東京書籍 数学 A Standard 

東京書籍 ニューサポート 数学Ⅰ＋A 

 

 

 

 

 

科目の目標 
場合の数・確率・図形についての基礎を理解・習得する過程を通して、数学的な見方・

考え方を体験する。 

 

学期 月 時間 単元 内容 備考（留意点など） 

１ 

 

学 

 

期 

 

４ 5 

第３章 図形の性質 

 

第１章 場合の数と確率 

 

第１節 三角形と比 

 三角形と比 

 三角形の重心・外心・内心 

 

第２節 円の性質 

 円周角の定理 

 

第１節 集合と場合の数 

集合の要素の個数 

数え上げの原則 

順列 

組合せ 

 

・ 三角形や円に関する定理を

活用しながら、比の概念や

図形的な見方を習得する。 

・ 樹形図や表を用いて、場合

の数を正しく求められるよ

うにする。 

・ 順列や組み合わせの計算を

正しく行うことができるよ

うにする。 

 

５ 8 

 

６ 8 

 

７ 5 

２ 

 

学 

 

期 

 

９ 8 

第１章 場合の数と確率 

 

 

 

 

 

 

第１節 集合と場合の数 

順列 

組合せ 

 

第２節 確率とその基本性質 

事象と確率 

確率の基本性質 

 

 

 

・ 様々な順列の総数を求める

方法を、演習を通して習得

する。 

・ 組み合わせを用いて最短の

道順の総数を導き出す。 

・ 順列と組み合わせを問題に

応じて使い分け、簡単な事

象の確率を求められるよう

にする。 

 

 

10 8 

 

11 8 

 

12 
6 

３ 

 

学 

 

期 

１ 8 

第１章 場合の数と確率 第３節 いろいろな確率 

独立な試行の確率 

反復試行の確率 

条件付確率 

 

・ 既習事項から確率を学ぶ上

で必要な用語を確認する。 

・ 確率の加法定理や余事象を

利用する確率の計算を学び

簡単な計算をできるように

する。 
２ 6 

３ 0 

年間 

授業時数 
70 

    

 

評価の 

観点・方法 

基本的な問題を中心とした確認テストを行う。確認テスト、授業態度、課題等を加味し、総合的に評価

する。 


